
川内北キャンパス新厚生施設（食堂）の愛称公募 
 
〔概要〕 

川内北キャンパスは、学生にとって大学との出会いとなる初年次教育の場であると同時に、大学祭や

各種サークル活動におけるメインキャンパスでもあり、東北大学の「顔」として位置づけられています。 
その川内北キャンパスにあって、従来の厚生会館は学生食堂や購買店舗、談話室など、学生生活を支

えるアメニティの中心的施設として多くの学生・教職員に利用されて来ましたが、建設後４０年以上経

過し老朽化が著しいことや、常態化した食堂の席数不足を解消するため、既存棟の改修と新棟の増築工

事を昨年度から進めており、来年の２月末までには新たな厚生施設が完成する予定となっています。 
特に利用者数が多い食堂については、利用者の多様なニーズに応えられるよう、それぞれメニューや

内装・設備などの特徴が異なる３つの食堂を整備し、席数も大幅に増加することになりますが、この度、

新たな３食堂がこれまで以上に学生・教職員をはじめ、川内北キャンパスを訪れる多くの皆さんから親

しまれ、利用してもらえるよう愛称を広く募集することとしましたので、以下の要項により多数ご応募

いただきますようお願いします。 
   
〔応募要項〕 

○応募資格 どなたでも応募できます。 
○応募方法 学内生協食堂内設置の投票箱、又は電子メール若しくは郵送 

        提出先 E メール：sta-kosei@bureau.tohoku.ac.jp 
提出先住所：〒980-8577 仙台市青葉区川内 41 
            東北大学教育・学生支援部学生支援課 生活支援係 

         応募の際は氏名（ふりがな）、住所、所属（学年）、電話番号を明記してください。 
また、応募する愛称がよいと思う理由があれば記載してください。（任意） 

※ 応募作品は未発表のものに限ります。 
※ 応募作品の著作権、その他一切の権利は大学に帰属するものとします。 
※ 応募者の個人情報は愛称決定までの選考、発表等にのみ使用させていただきます。 
※ 東北大学生活協同組合のホームページからも応募することが出来ます。 
  東北大生協 URL  http://www.tohoku.u-coop.or.jp/index.html 

○募集期間 平成 21 年 7 月 21 日～平成 21 年 9 月 11 日（郵送必着） 
○副  賞 最優秀作品には、記念品を贈呈します。 

※ 同一内容で複数の応募があった場合副賞は抽選とさせていただきます。 
○選考方法 愛称選考委員会にて選考 
○発  表 平成 21 年 10 月（予定） 

本人に直接連絡するとともに、東北大学及び東北大生協ＨＰでも発表します。 
○そ の 他 応募作品は必要に応じて修正・補作して使用する場合があります。 
○問い合わせ先 東北大学教育・学生支援部 

       学生支援課 生活支援係 電話 022-795-3943 
 

※愛称の公募は、食堂の運営を担当する東北大学生活協同組合協賛のもとに実施しています。 



川内北キャンパス新厚生施設（食堂）の概要説明 

 

今回は次の３食堂について愛称を募集します。 
１．既存棟食堂  ２．増築棟食堂  ３．増築棟カフェ 

※３食堂すべて、あるいは特定の食堂についてのみ応募いただくことも可能です。 
 
【厚生施設全体イメージ図】 

・既存棟は耐震改修に加え、内装と間取りを一新します。 
・既存棟南側に建設される増築棟は、緩やかな弧を描く木造平屋建てとなります。 
・周囲のメタセコイヤなどの樹木は可能な限り保存し、環境との調和をはかっています。 
・中庭に設けるオープンテラス席では、屋外での食事を楽しむことも出来ます。 

 

【増築棟外観イメージ】 

 

既存棟

増築棟



【１．既存棟食堂】  

 

・旧第１食堂の内装と机・椅子などの備品を一新し、約 570 席を備える大食堂とします。 
・和紙を天井と壁にライン状に貼り巡らし、温かみのある雰囲気となります。 
 
【２．増築棟食堂（南側）】  

 

・南側に面した一般席と、中庭に面したカウンター席を合わせて約 370 席の食堂となります。 
・屋台をイメージさせる複数のボックスは、厨房や洗浄室など機能により色分けされます。 
・大きなガラス面と「木」をふんだんに用いた内装により、明るく温かい雰囲気となります。 



【２．増築棟食堂（中庭側）】 

 
・ボックス裏側の通路を兼ねたカウンター席では、中庭を眺めながら食事を楽しめます。 
 
【３．増築棟 カフェ 】 

 
・ゆったりと座れる大型チェアやソファを中心に約 60 席を備えます。 
・一般席とは間仕切りにより区分され、内装も落ち着いた色調としています。 
・静かな雰囲気の中で、ゆっくり寛ぎながら豊富なカフェメニューを楽しむことが出来ます。 
 
 

※建物の仕様や席数などの詳細については変更される可能性があります。 


